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1口 研究 目的

われわれは、これまで長年にわたって真に幸福

に生きるために欠くことのできない体育を、発想

の飛躍的転換を意図的に図りながら理論的 ・実践

的に追求してきた。その上にたって、体育諸国標

を達成するのに効果的な指導内容の精i翌・開発な

と
゛
に役立つ根本的なこと、換言すると、基礎 ・基

本的なことを明らかにする′Z、要があるという結論

に達した。一方、われわれは、人間が生涯にわたっ

て幸福に生きるのに欠くことのできないような役

割を果たすことのできる体育運動を年代、人間と

しての望ましい生き方などに即 して体系的に確立

していくことは、体育学における城 も重要な永遠

の基本的研究課題の一つになっているべきである

と考えている。したがって、この面からしても、

体育運動 (広義での体育的スポーツ)の 精選 ・改

善 ・開発などに役立つ基礎 ・基本的なことを体系

的に確立しておくことが重要な課題になると考え

ている。

本研究の目的は第 1に は、体育科における指導

内容の全体の中に意図的に内在させる基礎的なこ

と、基本的なこと、基礎 0基本的なことなどのと

らえ方 ・あり方を究明すること。第 2に は、体育

科における体育運動の全体に内在させる基礎 ・基

本的なことのとらえ方 。あり方、そのようなとら

え方 ・あり方に即する方向での基礎 ・基本的動 き

の体系化などを究明することにある。

2.研  究 法

第 1に、われわれは体育のあり方を考える原点

を個人的 ・社会的にみて望ましい 「平和な生き方J

「生きがいのある生 き方Jと におき、体育を 「主

に全ての身体的なことを通して、個人的 ・社会的

にみて望ましい生き方のできる人間の身体的精神

的育成を意図的に図る、生活全体を一面的に設計 ・

統御する現象」としてとらえている。 ここでは、

人間の生活 ・生存に欠くことのできない役割を果

たすことのできる指導内容に内在させる基礎 ・基

本的なことを、次に示す研究法によって探ってい

くことにした。
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11)基 本と基礎という用語の使い方を区別する

ために、辞典、科学文献、日常会話などにお

ける使い方の傾向を探る。

(2)体 育科の指導内容の全体に内在させる基礎 ・

基本的なことのとらえ方 ・あり方をこれまで

の研究によって得た 「体育のとらえ方 ・あり

方」を原点にした演繹的考察によって探る。

第2に、体育運動に内在させる基礎 ◆基本的な

ことを次に示すような理論的考察によって探って

いくことにした。

(1)先 立つ研究によって得た基礎 ・基本という

3.研 究結果と考察

(1)基 礎 ・基本的なことのとらえ方

基礎及び基本という用語の使い方は、辞典、科

学的文献、日常会話などからみて、必ずしも明確

には区別されていない。したがって、使い方にみ

られる諸傾向に着目して両者を明確に区別すると、

基礎的なことは表上に示すように 「現象の、広く

応用に役立つ、根本的なこと」、換言すると 「現

象の、階層構造的にとらえられる、根本的階層に

位置づけられること」としてとらえられる。基本

根本的なこと

(2)体 育科における指導内容の全体に内在 させ

る基礎 ・基本的なことのとらえ方 。あり方

① 体育のとらえ方・あり方について

われわれは体育のあり方を考える原点を個人的・

用語の使い方、指導内容の全体に内在させる

基礎 0基本的なことのとらえ方 ・あり方、体

育運動の全体に内在させる基礎 ・基本的なこ

とのとらえ方 ・あり方などに関する知見をも

とにして、体育運動の全体に内在させる基礎 ・

基本的なことを主に演繹的考察によって探る。

(2)体 育運動に内在させる基礎 ・基本的なこと

の中でも、その中核となる基礎 ・基本的動 き

のとらえ方 。あり方を主に演繹的考察によっ

て探る。
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的なことは 「ある現象を組み立てるのに欠く

ことのできない根本的なこと」、換言すると

「現象の、縦断構造的にとらえられる、根本

的な柱になること」としてとらえられる。 し

たがって、基礎・基本的なことは 「ある現象

における、咳〔く応用的に役立ち、現象を組み

立てるの|ニク(くことのできない根本的な柱に

なること_、換言すると 「現象の階層的縦断

的構造としてヒらえられる根本的なこと」と

してとらえら
'_る

表 1 基礎 ・基本的なことのとらえ方

現象の、広 く応用的に役立つ、根本的なこと

現象の、階層構造的にとらえられる、根本的階層に位置づけられること

現象を組み立てるのに欠 くことのできない根木白」なこと

現象の、縦断構造的にとらえられる、根本的な柱になること

広く応用的に役立つ、現象を組み立てるのに欠くことができない

根本的な柱になること

階層的縦断的構造としてとらえられる根本的なこと

社会的にみて望ましい平和な生きがいのある生き

方に求めているcし たがって、なによりもまずそ

のような方向での体育及び体育科のとらえ方 ◆あ

り方について考察する必要がある。表 2は われわ
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れの体育のとらえ方 ・あり方を考える原点を示したものになっている。

表 2 体育のとらえ方 ・在 り方を考える原点

体・…・・精神的身体的存在としての人間に対する身体的精神的存在としての人間※

(こころに対するからだ)

育・……教育の育でなく育成の育

(教えることではなく育てること)

個人的 ・社会的にみて望ましい平和な生き方

①
　
　
　
（０
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とらえ方の原点として、「体は精神的身体的存

在としての人間に対する身体的精神的存在として

の人間」いわゆる 「こころに対するからだ」とし

て、「育は教育のではなく育成の育」いわゆる

「教えるのではなく育てること」としてとらえら

れることを示し、あり方の原点としては、「イ岡人

的・社会的にみて望ましい平和な生き方」と 「個

人的・社会的にみて望ましい生きがいのある生き

方」をあげることができる。 また、 このような体

育のとらえ方。あり方の原点に立つと、体育に対

応する現象として心育をあげることができよう。

一方、そのような体育現象及び″亡ヽ育現象を実践

的な視点からとらえ示そうとしたものが表 4、 表

5である。表 4は、体育現象を実践的にとらえ示

したものになっている。体育現象は大きく体育手

しかも体育と′亡ヽ育は人間の生き方の司令塔的役割

を果たすことのできるものであり、体育は 「主に

全ての身体的なことを通して、個人的 0社会的に

みて望ましい生き方のできる人間の身体的精神的

育成を意図的に図る、生活全体を一面的に設計 ・

統御する現象」であり、心育は 「主に全ての精神

的なことを通して、個人的 0社会的にみて望まし

い生き方のできる人間の精神的身体的育成を図る、

生活全体を一面的に設計 ・統御する現象」である

と定義できるものである。このような定義をまと

めたものが表 3で ある。

段と体育生活に区分できる。また、体育手段は身

体運動としての体育運動 (体育的スポーツ)、 体

育化も図られた生活運動、そして精神活動にも含

まれている体育化も図られた身体運動及び体育的

表 3 体 育

体育 (′む育)は 、主に全ての身体的なこと (精神的なこと)を 通して、個人的。社会的にみて望ましい生き方のできる

人間の身体的精神的育成 (精神的身体的育成Dを 意図的に図る、生活全体を一面的に設計 0続御する現象である。

体 一言 の と ら えヽ 一カ ′む 育 の と ら えヽ 方

一日

】 的 個人的 0社会的にみて望ましい生き方のできるメ、

間の身体的精神的育成

個人的。社会的にみて望ましい生き方のできる人間の

精神的身体的育成

手  段 主に身体的なことの全て 主に精神的なことの全て

現  象 生活全体にわたる主に身体面からの設計 ・統御現象 生活全体にわたる主に精神面からの設計 ・統御現象
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衛生の図

日の体育

、年間の

保健手段としても位置づけられる環境負荷 として

の自然環境負荷、人工環境負荷、 さらに身体への

影響に着目して体育手段としても位置づけられる

体育化も図られた精神活動、また体育的保健手段

としての栄養のとり方、休養のとり方、

り方などに区分できる。体育生活は、 1

生活の行い方、 li旦の体育生活の行い方

体育生活の行い方に区分できる。

表 4 体育現象の実践的なとらえ方

体育

憩

編二こ

動活地
［
江相つヽ崖［

活左
一

動

動

常

活

活

日

卿　　　　］

螂
申
一
報

Ｆ

１

１

１

Ｌ

敷育
む

※1 すべての身体的現象
※2 生活現象の一面性
※3 環境負荷は体育的保健手段としてもとらえられる。
※4 精神活動は、身はへの影響に着ヨして、体育手段としても位置づける。

操

-4-



表 5は 、心育現象を実践的にとらえ示 したもの

になっている。心育現象も体育現象と同様に手段

と生活に大別してとらえられる。心育手段は、精

神活動としての心育を主なねらいとする活動、心

育化も図られた日常精神的活動、身体的活動に含

まれている心育化も図られた精神活動などの一群

と、心育化も図られた身体的活動、そして心育化

も図られた環境刺激、心育化も図られた体育的保

健手段をあげることができる。心育生活は、 1日

の′亡ヽ育生活の行い方、 上週の心育生活の行い方、

年鷲1の′亡、育生活の行い方に区別できる。

21 体育科 ・体育科教育のあり方について

われわれは体育科の指導内容全体に内在させる

基礎 0基本的なことのとらえ方 0あ り方を究明す

る場合は、先立つ研究として、体育科 ・体育科・教

育のあり方を究明する必要があると考え、教科の

特性、指導目標、指導内容、指導法などについて

究明した。表 6は 、われわれの究明 した体育科 ・

体育科教育のあり方を示したものになっている。

神 靖 趾 k

…珊吹 螢

体育科 ・体育科教育 の在 り方

‐■教科と区別した生活教科 CL活指i専の重要な境)の一つとして位置づける。

学校体育指導の中核的な場として位置づける。

)K

学習成=tの評定には実践的学力を重視する。

体育の学習 ・実践を通して身体的精神的人間形成を図らせる。

平和な生きがいがある、めざす生き方|「即 t/た体再生活を図らせる。

体育に関する実践学力を高めさせる。

各種体
~fl~運
動の効果的な行い方及び生活イヒを取り上げる。

各種生活運動の体育化を取り上げる。

各種体育的保建の生活化をIIxり上げる。

生活全体の体百化 性 活全体の身体面からの言嬌卜・統御の行い方)を 取り上げる。

授業時隔1内において体育諸目標が効果的に達成されるような実践力`行われるよう
に指導する。

体育に関する難 的学力が言1画的に高められるように1簾専する。

児童・生徒の特性に即した理想的な生き方の一面性になるような体再生活を絶えず
図らせるように指導する。

指導には知育的方法、情育的方法、意育 (行育)自

`I方
法などを用いて学習意欲を

湘吹

ア.教 科特性に着日して

体育科の教科特性は大別して、次の 3つ の視点

からそのあり方を示すことができる。その 1つ は、

一般教科 (国語、社会、理科、数学、など)と 区

別した生活教科 (生活指導の重要な場)の 一つと

して位置づけることが望ましい。 2つ には、学校

体育指導の中核的な場として位置づけること。 3

つには、学習成績の評定には実践的学力 (体育に

関する知識 ・理解と創造性、実践への態度、実践

習慣、など)を 重視しなければならないことがあ

げられる。

イ.指 導日標に着日して

体育科の指導日標は大別して、次の 3つ の視点

からそのあり方をとらえることができる。その 1

つは、体育の学習実践を通して身体的精神的人間

形成を図らせることがその中核に位置づけ喝れな

ければならない。特に、生涯体育が標榜されてい

る今日、これが具現化されるためには、身体的精

神的人間形成を図ることが城も重要課題になる。

2つ には、平和な生きがいのある、めざす生き方

に即した体育生活を図らせることがあげられる。

3つ には、体育に関する実践的学力の向上があげ

られる。
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ウ。指導内容に着目して

上述した教科特性及び指導目標を達成させるた

めの指導内容は大別して、次の 4つ の視点からそ

のあり方をとらえることができる。 1つ には、各

種体育運動の効果的な行い方及びその生活化を取

り上げる必要がある。 2つ には、各種生活運動の

体育化を取 り上げる必要がある。 3つ には、各種

体育的保健の生活化を取 り上げる必要がある。 4

つには、生活全体の体育化、換言すれば生活全体

の身体面からの設計 ・統御の行い方を取 り上げる

必要がある。

工。指導法に着目して

上述した教科特性、指導目標、指導内容に基づ

く指導法は大別して、次の4つ の視点からとらえ

ておくことが有効である。 1つ には、毎時間の授

業の中で体育諸目標が効果的に達成できるような

実践が行われるように指導をする必要のあること

があげられる。 2つ には、体育に関する実践的学

力が計画的に高められるように指導する必要があ

る。 3つ には、児童 ・生徒の特性に即 した理想的

な生き方の一面性になるような体育生活を絶えず

図らせるように指導することがあげられる。 4つ

には、指導には知育的方法、情育的方法、意育

(行育)的 方法などを用いて学習意欲を高めさせ、

効果的な実践をさせるように指導することがあげ

られる。

(3)体 育科における指導内容に内在させる基礎 ・

基本的なことについて

① 指導内容に内在させる基礎 ・基本的なこと

について

表 7は 、体育の指導内容に内在 させる基礎 ・基

本的なことの全体 としてのあ り方 をまとめて示そ

うとしたものになっている。この表 は形式的構造

的には、次のような視点からまとめた ものになっ

ている。

ア.体 育に内在させる根本的なことを基礎

0 平和な生きがいのある生き方が イ本
によって図られている生活

段 に

°
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ア.基 礎的階層の右の系列に示 した 5つ の基本的

な柱は、主に体育目標とする諸基本的能力の開発

に着目した立て方になっている。左の系列に示 し

た5つ の柱は、体育実践をする人の生活類型に即

した立て方になっている。

イ。直接的実践的階層の左の系列に示 した 2つ の

■は、計画的体育実践に着目した立て方になって

、.るこ左の真ん中の系列に示した 3つ の柱は、体

育実践をする人の類型に即 した立て方になってい

体育実践は諸体育運動、体育化 も図られた諸生

1舌i亜動、諸精神活動、栄養のとり方、休養のとり
‐」
‐
、などの諸体育手段とそれらを用いて体育生活

二いう形で、左の真ん中の系列に示 した人の類型

,二F「して行われていくことになる。
二
.究 極的実践的階層の左の系列は、人間の追求 ・

:≡現することの期待される価値に着日した体育目

=を 柱にした立て方になっている。右の系列は、

表 8 国民スポーッに内在させる基礎

人間にとって望ましい生き方になるような生活に

着目した体育目標を柱にした立て方になっている。

ここに示した2種類の柱は、いずれも直接的実

践的階層における実践的内容を真に人間にとって

望ましい方向に導くのに欠くことができない。換

言すると、これらの柱は直接的実践的階層に位置

づけられることの根本的実践的なあり方を示 して

いる。また、これらの柱は基礎的階層における基

礎 ・基本的なことの根本的なあり方を示している。

表 8は 、表 7において考察した方法によって体

育の指導内容に内在させる基礎 ・基本的なことの

全体としてのあり方をまとめて示 したが、 ここで

は生涯スポーッが叫ばれている今日、真に人間の

幸福な生き方に資するスポーッのあり方の究明も

重要な課題になってくると考えられることから、

表 7と 同様の視点から国民スポーッに内在 させる

基礎 ・基本的なことのとらえ方 ・あり方を示 した

ものになっている。

基本的なことのとらえ方 ・在り方

諸懸 、的籠騨面の追求 ・実現が国民スポーッ
によって図られている生活

        1

発育几鴨 ・基本的なこと一

高齢期基礎 ・基本的なこと

障害岩基礎 ・基本的なこと

「
°
ご軍浩iお∵『駆葉

き方が国民スポーツ

L②  平和な生きがいのある生き方のできる能力の
国民スポーッによる開発

基礎 0基本的な動き、動きづく
こと

体力の向上に役立つ運動負荷、

りの行い方などに閃する

体力づくりのすすめ力な

基 礎 階 層
どに関すること
スポーツによるレクリエーション及び積極的休足,に段lす

晟ダ高 写を8菅
神的人間育成 G青神的能力、態度の育

挙百?I防

0克服能力のスポーツ的方法によるD月発に関
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② 体育学の基礎 ・基本的な構造について

体育に内在させる基礎 ・基本的なことは、体育

学における最も重要な研究課題の一群として、体

育学の全体としての望ましい体系の中に位置づけ

て研究していくことが必要である。それは、この

分野の研究成果は体育を目標に即する方向で発展

させる、中核的な役割を呆たし得るからである。

表 9は、体育学の各専門諸領域が体育学の全体

体育学の基礎的階層に位置づけられる諸基礎体

育学における研究成果は、基礎科学の一面的な視

点が中′亡ヽになった知見であることが原因して、一

般に実践内容に直ちに結びつかなくなっている。

諸実践体育学ではそれぞれの独自な研究を行うの

みでなく、諸基礎体育学にわたる研究成果を実践

に役立つ方向で統合していくことが期待される。

③ 体育運動に内在させる基礎 ・基本的なことに

着目した体育i二動の創造について

体育指導の充実には、体育の目的 ・目標に即す

る方向で指導内容の重要な一部 となる体育i二動の

整備充実があげられる。特に、現在の体育運動は

体操を除けば体育目標を直接ねらいとする体育運

動が存在しないことから、体育運動を体育運動に

の中でどのように位置づけられるかを示すために、

体育学の基礎 ・基本的構造的なとらえ_方を試みた

ものになっている。表中の実践的基礎的階層に位

置づけられた 「実践系基礎体育学」の諸領域では、

表 7における基礎的階層の左の系列に示した基礎 0

基本的な柱になっていることを専門領域として研

究していく。これらの中で、今日確立されている

領域には 「体力学Jが あげられるのみである。

内在させるべき基礎 ・基本的なことに着目して体

系的に創造していくことが、体育学研究の永遠の

課題になってくる。

図 上は、そのような方向に即する体育運動の体

系創造のための研究チャー トを示 したものになっ

ている。

ここでは、まず現在および将来の生活 ・生存に

欠くことができない基礎 ・基本的動 きを体系的に

究明する。その上にたって、体育運動に内在させ

ることが望ましいと考えられる基礎 ・基本的動 き

を効果的な動き方の究明及び人間の身体の可能性

の究明の結果得られた研究成果を踏まえて、体系

的に確立する。

次に、体育の実践は年齢段階によってその内容を

学
際
的
応
用
的
階
層

表 9 体育学体系の基礎 ・基本的構造

実 践 的 階 層 実 践 体 育 学
①-1 -般 体育学     ③ 体育経営学
①-2 障害者体育学    ④ 体百教育学
②-1 競技書体育学   ⑤-1 体育遜動学
②-2 特殊服業体育学   ⑤-2 体育的保健学

難 ■的基礎的1皆層 実践系基礎体育学

① 基礎休育酬 姉卜洋   ④ 体育的人間形成学

② 休力学        ⑤ 体育的災喜予防学

③ 体育的レクリエーション学

応用的基礎的階層

※体育学の特性・・。・①実以科学性 (実用料学性)、②哲学的統合性 (当為性)、③学際科学性 (複合科学性)、④嘔用科学性

階 層 段 階 に 日|し た 基 本 的 柱

③ 自然系墓碗体育学    ② 人文。社会系基礎体育学
基 礎 体 育 学

② 自然系基礎科学    ③ 人文0社会系基礎科学
基  礎  的  階  層 基 礎 科 学

-8-



図 1

i主択することが必須の条件になることか為、生命

力 ・基礎行動体力などの向上を主なねらいとする

基礎的動きの究明及び生命力 ・基礎行動体力など

の育成のための、年齢 ・性 ・能力などに即 した運

動負荷 ・環境負荷などの究明の研究成果を踏まえ

て、年齢段階などに即して身につけることの期待

される基礎 ・基本的動きを体系的に確立する。そ

の結果を踏まえ、年齢段階に即した体育運動を、

美しさ、楽しさ、などをねらいとする基礎的動 き

の究明および社会性 ・意志力などの体育運動を通

体育運動に内在させる基礎 ・基本的なことに着目した

体育運動の体系的倉J造のための研究チャート

社会性 ・竜志 力など

の体育運動を通 して

の育成法、体育運動

によるレクリエーシ

ョンのメカニズム、

などの究明

しての育成法、体育運動によるレクリ

のメカニズム、などの究明結果を踏ま

系的に確立する必要がある。

(4)人 間の生活 ・生存に要求される基礎 ・基本的

動きについて

人間の生活 ・生存に要求される基礎的動 きにつ

いて、いままで究明してきた基礎 ・基本のとらえ

方 ・あり方をもとにして体系的な確立を試みたの

が表10である。

ン

体

ヨ
　
で

ンヽ
　
上

一　
た

工
　

えヽ

美しさ、楽しさ。な

どをねらいとする基

礎的動きの究明

生命力・基礎行動体力な

どの向上を主なねらいと

する基礎的動きの究明

効果的な動き方の

究明

現在および将来の

生活 ・生存に欠く

ことのできない基

礎 ・基本的動きの

体系的究明

午曖段階などに

即した体育運動

の体系的確立

年戯段階などに即して身につ

けることの期待される基礎 ・

基本的動きの体系的確立

体育通動に内在さ

せる基礎 ・基本的

動きの体系的確立

生命力・基礎行動体力など

の育成のための、竿載 ・性

・能力などに即した運動負

荷 ・環境負荷などの究明

メ、間の身体的百1

能性の究明
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災

生

レ

人間の生活 ・生

存に着目して

動きの段階的な

とらえ方に着目

して

人間の生物的

条件に着目して

）

（り

（

その他の条件に

着目して

）
０
）
（

※1、※2自動化することの望まれる動き

※3目yJJ化することの望まれる動きの知恵

ここでは、人間の生活 ・生存に着目した場合の

基礎的動きを日常生活に要求される動 き、災害の

予防 ・克服に要求される動き、生産に要求される

動き、レクリェーションに使われる動き、生命力、

筋力、スピード・パヮー、持久力、柔軟性などを

高めるために特別に工夫された動 き、などの 5類

型でとらえることにした。また、それらの動 きに

ついて動きの段階的な視点からとらえてみること

にした。立つ、走る、などの要素的な動 きを第 1

次的基礎的動きとして位置づけ、いくつかの要素

的な動きの含まれている基礎的な動きの夕Jとなる、

整列して歩く、走ってきて遠くへ跳ぶ、などの動

きを第 2次的基礎的動きとして位置づけ、さらに、

これら第 1次、第 2次 の動きが含まれている知的

な基礎的動きの例となる、泳いでいる人を助ける、

長距離をよい記録で走るペースなどを第 3次 的基

礎的動きとして位置づけてみた。

表10 人間の生活 ・生存に要求される基礎 0基本的動きのとらえ方

日常生活に要求される動き

災害の予防・克服に要求される動き

生産に要求される動き

クリェーションに使われる動き

命力、筋力、スピード・パワー、持久力、柔軟生などを高めるために特別に工夫された動さ

第 1次的基礎的動き※ 1

要素的な動き………立つ、走る、など

第2次的基礎的動き※2

いくつかの要素的な動きの含まれている基礎的な動き

………理ジ1して歩く、走ってきて遠くへとぶなど

第3次的基礎的動き※3

第 1,第 2次の動きが含まれている知的な基礎的動き

………・泳いでいる人を救ける、長距離をよい記録

で走るベースなど
)年代に即 した動き

'性
に即した動き

)障害条件に即した動き

基礎行動体力要因に着日してとらえた動き

場の人的条件に着日してとらえた動き

環境の種類に着目してとらえた動き

環境の場所的条件に着目してとらえた動き

Э動きの物的条件に着目してとらえた動き

一方、人間はその生物としての諸条件のもとで

生きなければならないことから、その視点からも

動きをとらえておく必要がある。ここでは、年代

に即 した動き、性に即 した動き、障害条件に即 し

た動きをあげることができる。また、人間の生物

的条件に着目した動きについても、それぞれにつ

いて基礎行動体力要因に着目してとらえた動 き、

場の人的条件着目してとらえた動 き、環境の場所

的条件に着目してとらえた動き、動 きの物的条件

に着目してとらえた動き、などといったその他の

条件に着目して基礎的動きをとらえておくことが

具体的な動きの内容づくりに有効であると考えら

れる。

4.結 論的示唆

この研究によって、体育に内在させる基礎 ・基

本的なことのあり方に関連して、次のいくつかの

示唆を引き出すことができよう。

- 1 0 -



D 真に人間の望ましい生活 ・生存に欠 くこと

_⊃できないような体育を確立するには、体育の実

F美的内容に内在させる基礎 ・基本的なことを体系

的に究明する必要がある。

]体 育の実践内容に内在させる基礎 ・基本的

なことは、 3種類の体育目標の中の基本的能力の

育成に着日して基本的な柱を立てる。 また、望ま

ンい生活、追求 ・実現が期待される価値などに着

::した目標は、基礎 ・基本的なことの実践的根本

=な あり方になることとして位置づけられる。

3 体育に内在させる基礎 ・基本的なことを体

奮的に究明するために、体育学の専門領域の一群

二して 「実践系基礎体育学」を確立する必要があ

1 人間の生活 ・生存に要求される基礎 ・基本

=動 きを、動きのとらえ方に即 して体系的に究明

ン、指導内容として確立する必要がある。
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